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第２章 界面活性剤測定方法 

第１節 測定方法検討手順  2003-10-27 
 
界面張力自動測定システムに数種の自動測定ソフトが組み込まれている。以下の順序で自動

定数設定機能を利用して、適切な測定方法を検討し正確な表面張力を得る。 
 
 

1. シリンジ定数 
「連続測定」により純水の表面張力を測定する。測定結果を「シリンジ定数登録」で保存す

る。 
 
2. 測定方法 
「進度定数測定」で高速滴下距離と低速滴下距離を測定する。 
「吸着平衡時間測定」で吸着平衡時間を測定する。 
「濃縮平衡距離測定」で濃縮被膜剥離距離を測定する。 
以上の測定結果から適切な測定方法を検討する。 
 
3. 試料測定 
「残余除去連続測定」を使用し検討した測定方法で温度平衡時間を検討する。 
検討した測定方法と適切な温度平衡時間を採用し、試料の正確な表面張力を測定する。 
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第１項 進度定数測定 [ k a i m e n F ]  

未知試料測定基礎定数として、高速滴下距離と低速滴下距離の、２つの移動距離定数を測定

する。 

◆操作 

「進度定数自動測定」の測定メニューから「自動測定」を選択する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆設定 

デフォルトの設定のままで変更する必要は無い。 

◆実行 

「ＰＦ５」を押すと自動測定を開始する。 

◆結果 

高速滴下距離と低速滴下距離が求まる。 
 
高速滴下距離 ： 吸着平衡時間を取らない場合の概略値 
低速滴下距離 ： 吸着平衡後の概略値 

◆解説 

進度定数自動測定の結果が、未知試料の測定方法、吸着平衡時間、温度平衡時間検討の

基礎定数になる。
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第２項 界面張力吸着平衡測定 [ k a i m e B ]  

 
試料分子量を基に概略吸着平衡時間を検討する。求まった概略値から正確な吸着平衡時間を

検討する。 
 

1. 概略吸着平衡時間設定値の自動計算 

◆操作 

「界面張力吸着平衡測定」の測定メニューから「測定定数自動測定」を選択する。 
 

◆設定 

「試料分子量」の概略値をグラム単位で設定する。（ex : 300） 
「試料種別」を設定する。（ex : アニオン性及び不明なら[A]、それ以外は[N]） 
「高速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1850） 
「低速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1750） 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ３」を押すと自動計算する。 
  
概略吸着平衡時間設定値と概略温度平衡時間が定まる。 
「ＰＦ５」を押すと自動計算結果を測定定数として設定する。 
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2. 概略吸着平衡時間の測定 
 

◆操作 
「界面張力吸着平衡測定」の測定メニューから「自動測定」を選択する。 

 
◆設定 
「測定定数自動測定」で自動計算した結果が反映されている事を確認し、デフォルトの設

定のままで変更する必要は無い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ５」を押すと自動測定を開始する。 

 
◆結果 
測定結果を図化して概略吸着平衡時間を出す。 
この結果を基に吸着平衡測定を再度実施して正確な吸着平衡時間を検討する。 
 
吸着平衡時間 ： 試料分子量から検討した概略吸着平衡時間 
 
 
◆解説 
吸着平衡時間は表面張力の低下率が大きく変化し始めた時間を選択する。 
試料種別略号 
A:アニオン性、N:ノニオン、K:カチオン、H:純水 
試料特性が不明な場合は A を設定する。 
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3. 正確な吸着平衡時間設定値の自動計算 
 
◆操作 
「界面張力吸着平衡測定」の測定メニューから「測定定数自動測定」を選択する。 

 
◆設定 
「試料分子量」の概略値をグラム単位で設定する。（ex : 300） 
「吸着平衡時間」に概略吸着平衡時間で求めた時間を分単位で設定する。（ex : 3） 
「試料種別」を設定する。（ex : アニオン性及び不明なら[A]、それ以外は[N]） 
「高速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1850） 
「低速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1750） 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ３」を押すと自動計算する。 
  
概略吸着平衡時間設定値と概略温度平衡時間が定まる。 
「ＰＦ５」を押すと自動計算結果を測定定数として設定する。 
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4. 正確な吸着平衡時間の測定 
 

◆操作 
「界面張力吸着平衡測定」の測定メニューから「自動測定」を選択する。 

 
◆設定 
「測定定数自動測定」で自動計算した結果が反映されている事を確認し、デフォルトの設

定のままで変更する必要は無い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ５」を押すと自動測定を開始する。 

 
◆結果 
測定結果を図化して概略吸着平衡時間を出す。 
この結果を基に吸着平衡測定を再度実施して正確な吸着平衡時間を検討する。 
微移動時間も反映する移動時間を、正確な吸着平衡時間が検討結果になる。 
 
吸着平衡時間 ： 概略吸着平衡時間から検討した正確な吸着平衡時間 
 
◆測定例 
例では低下率変化位置から設定吸着平衡時間 1分、移動時間 128秒が吸着平衡完了時間と判
断できる。正確な吸着平衡時間は約２分と結論する。 
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第３項 濃縮平衡距離測定  [ k a i m e n E ]  

試料特性に対応する測定方式を選択する。濃縮被膜剥離測定法の必要剥離距離を検討する。 
 

1. 粗移動距離設定値の自動計算 

◆操作 

「濃縮平衡距離測定」の測定メニューから「測定定数自動測定」を選択する。 

◆設定 

「試料分子量」の概略値をグラム単位で設定する。（ex : 300） 
「高速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1800） 
「低速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1700） 
「吸着平衡時間」概略値を分単位で設定する。 （ex : 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ３」を押すと自動計算する。 
  
粗移動距離設定値と吸着平衡時間が定まる。 
「ＰＦ５」を押すと自動計算結果を測定定数として設定する。 
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2. 濃縮皮膜剥離距離の測定 
 

◆操作 
「濃縮平衡距離測定」の測定メニューから「自動測定」を選択する。 
 
◆設定 
「測定定数自動測定」で自動計算した結果が反映されている事を確認し、デフォルトの設

定のままで変更する必要は無い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ５」を押すと自動測定を開始する。 

 
◆結果 
測定結果を図化して濃縮皮膜剥離距離を検討する。 
 
濃縮平衡距離 ： 濃縮被膜剥離測定法で利用する粗移動距離 
 
 
◆解説 
キャピラリ側面で濃縮した試料液の影響を排除するには、数分程度の微移動距離が必要

になる。滴下距離から濃縮皮膜剥離に必要な距離を差し引いたのが濃縮被膜剥離測定法で利

用する粗移動距離設定値になる。 
吸着平衡時間は長過ぎても短過ぎても正確な測定は困難だが微移動距離を 300～600μ位
に設定すると適当な場合が多い。 
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◆測定例 
測定例では吸着平衡時間は 2～４分の範囲で粗移動距離に関係なく安定した結果が得られ
た。吸着平衡時間の長さにより測定結果が大きくなる事から、濃縮被膜剥離測定法による測

定を選択する。図から判断した推奨測定方法は温度平衡時間 2分、粗移動距離 1300μ。 
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第４項 残余除去連続測定  [ k a i m e n C ]  

検討した測定方式と測定定数を用いて試料測定を実施する。 
 

3. 測定定数設定値の自動計算 

◆操作 

「残余除去連続測定」の測定メニューから「測定定数自動測定」を選択する。 

◆設定 

「試料種別」を設定する。（ex : アニオン性及び不明なら[A]、それ以外は[N]） 
「高速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1850） 
「低速滴下距離」概略値をμ単位で設定する。 （ex : 1750） 
「吸着平衡時間」概略値を分単位で設定する。 （ex : 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ３」を押すと自動計算する。 
  
粗移動距離設定値と吸着平衡時間が定まる。 
「ＰＦ５」を押すと自動計算結果を測定定数として設定する。 
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4. 温度平衡時間の測定 
 

◆操作 
「濃縮平衡距離測定」の測定メニューから「自動測定」を選択する。 
 
◆設定 
「測定定数自動測定」で自動計算した結果が反映されている事を確認し、デフォルトの設

定のままで変更する必要は無い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆実行 
「ＰＦ５」を押すと自動測定を開始する。 

 
◆結果 
測定結果の初期滴下値が２滴目以降より小さい場合は、温度平衡時間を１０分程度延長し再

測定する。差が小さい場合は今回の測定条件で正確な測定が可能になる。 
 
 
◆ 考察 
操作方法が適切な場合で、一滴目の測定値が２滴目以降よりも小さい場合は、温度平衡時間

不足が考えられる。アニオン性界面活性剤測定での温度平衡時間は、室温と測定温度が同程

度でも 20分は必要。純水測定時より遙かに長い時間を必要とする。 
 

 


